
平 成 30 年
３月27日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
人
事
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
環
境
政
策
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

保
安
林
の
指
定
（
森
林
整
備
課
）
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
一
一
件
）
（
砂
防
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
一
〇
件
）
（
砂
防
課
）

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
商
政
課
）

一
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
商
政
課
）

一
二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
営
菊
川
中
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
縦
覧
（
農
村
整
備
課
）

一
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
教
委
告
示

山
口
県
指
定
天
然
記
念
物
の
管
理
団
体
の
指
定

一
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
人
委
規
則

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

直
接
請
求
に
必
要
な
有
権
者
の
数

一
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
二
十
五
号

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
口
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
削
り
、
同
条
各
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
二
十
六
号

山
口
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
口
県
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
三
号
チ
中
「
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め

る
。別

表
第
八
の
⚑
の
一
の
⑶
の
表
の
一
四
の
項
中
「
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。
」
を
「
水
銀
と
し
て
〇
・

〇
〇
〇
〇
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
中
⚕
を
削
り
、
⚖
を
⚕
と
す
る
。

別
表
第
十
四
の
一
の
⑵
の
表
の
一
五
の
項
の
下
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

捕
集
管
に
よ
り
金
ア
マ
ル
ガ
ム
と
し
て
試
料
を
採
取
し
、
加
熱
気

化
冷
原
子
吸
光
分
析
法
で
定
量
す
る
方
法
に
よ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
五
条
第
三
号
チ
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
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告

示

山
口
県
告
示
第
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
市
阿
東
徳
佐
下
字
鷹
ノ
巣
一
三
〇
六
の
第
三
六
か
ら
一
三
〇
六
の
第
四
七
ま
で

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
木
与
字
木
与
谷
三
か
ら
六
ま
で
、
六
の
一
、
七
、
八
の
一
か
ら
八
の
三
ま

で
、
一
〇
一
八
二
の
四
、
一
〇
一
八
二
の
五
、
一
〇
二
一
五
、
字
古
道
五
〇
一
、
一
〇
一
三
一
の

七
、
一
〇
一
三
一
の
八
、
一
〇
一
三
一
の
一
〇
か
ら
一
〇
一
三
一
の
一
二
ま
で
、
一
〇
一
三
一
の
一

六
、
一
〇
一
三
一
の
三
〇
、
字
大
河
内
一
〇
一
三
一
、
一
〇
一
三
二
の
一
、
一
〇
一
三
五
、
一
〇
一

三
七
の
一
、
字
才
熊
一
〇
一
三
一
の
二
、
一
〇
一
三
一
の
一
七
か
ら
一
〇
一
三
一
の
一
九
ま
で
、
一

〇
一
三
一
の
二
二
、
字
木
与
谷
日
平
一
〇
一
七
八
の
一
、
一
〇
一
七
八
の
二
、
一
〇
一
七
八
の
四
、

一
〇
一
七
八
の
五
、
一
〇
一
七
八
の
八
、
一
〇
一
七
八
の
一
〇
、
一
〇
一
七
八
の
一
一
、
字
木
与
谷

道
下
一
〇
一
八
二
の
一
、
一
〇
一
八
二
の
二
、
一
〇
一
八
四
の
一
か
ら
一
〇
一
八
四
の
四
ま
で
、
字

下
川
平
一
〇
一
八
六
の
一
、
一
〇
一
八
六
の
三
、
一
〇
一
八
六
の
五
、
字
上
ノ
川
平
一
〇
一
八
七
の

二
、
一
〇
一
八
七
の
四
、
字
大
上
川
平
一
〇
一
八
八
の
一
、
一
〇
一
八
八
の
二
、
大
字
宇
田
字
焼
ケ

垰
一
〇
九
四
、
一
〇
〇
九
六
、
字
澄
村
一
一
四
〇
九
、
一
一
四
一
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
並
び
に
関

係
市
役
所
及
び
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

保
安
林
の
所
在
場
所

下
松
市
大
字
来
巻
字
柿
木
迫
一
五
八
の
二
、
一
五
八
の
五
か
ら
一
五
八
の
七
ま
で
、
字
カ
ツ
ラ
浴

四
一
七
の
一
、
四
一
七
の
五
、
字
ト
チ
ノ
木
四
一
八
の
二
、
字
小
森
六
二
八
の
一
、
字
水
上
六
五
六

の
一
、
大
字
東
豊
井
字
大
平
二
一
五
の
一
、
字
神
馬
迫
三
一
〇
の
一
、
字
孕
岩
三
一
三
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

下
松
市
大
字
東
豊
井
字
孕
岩
三
一
三
の
一

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
松
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
松

市
経
済
部
農
林
水
産
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

保
安
林
の
所
在
場
所

柳
井
市
日
積
字
岩
竹
一
四
六
一
か
ら
一
四
六
四
ま
で
、
一
四
六
八
の
一
、
一
四
六
九
、
一
〇
九
〇

二
の
四
、
一
〇
九
〇
八
か
ら
一
〇
九
一
〇
ま
で
、
一
〇
九
一
〇
の
二
か
ら
一
〇
九
一
〇
の
五
ま
で
、

一
〇
九
一
〇
の
七
、
一
〇
九
一
〇
の
八
、
一
〇
九
一
〇
の
一
〇
、
一
〇
九
一
〇
の
一
一
、
一
〇
九
一

四
、
一
〇
九
一
六
、
一
〇
九
一
七
、
一
〇
九
二
〇
、
一
〇
九
三
六
の
一
、
一
〇
九
三
六
の
二
、
一
四

〇
〇
五
、
一
四
〇
〇
八
か
ら
一
四
〇
一
〇
ま
で
、
字
向
垣
内
一
四
七
〇
の
一
、
一
四
七
一
、
一
四
八

二
の
一
、
一
四
八
六
、
一
四
九
二
か
ら
一
四
九
四
ま
で
、
一
〇
九
一
九
の
一
、
一
〇
九
一
九
の
二
、

一
〇
九
二
四
、
字
横
山
六
七
七
一
、
一
二
九
五
四
、
一
二
九
五
四
の
七
、
一
二
九
五
九
、
字
岡
田
六

八
〇
八
、
六
八
一
〇
、
六
八
一
一
、
六
八
一
三
の
一
、
六
八
一
四
の
一
、
一
二
九
五
四
の
一
、
一
二

九
五
四
の
六
、
一
二
九
九
六
、
一
二
九
九
九
、
一
三
〇
〇
一
、
字
岡
ノ
土
井
七
一
二
六
、
七
一
二

七
、
七
一
二
八
の
一
、
一
三
〇
〇
二
の
一
、
一
三
〇
〇
二
の
二
、
一
三
一
九
〇
、
一
三
二
〇
二
の

二
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五
、
一
四
六
九
三
、
一
四
六
九
五
、
字
山
ノ
神
七
一
四
八
の
三
、
七
一
五
五
の
一
、
七
一
五
六
、
一

三
二
一
〇
の
一
、
一
三
二
一
〇
の
二
、
一
三
二
一
二
の
一
、
一
三
二
一
三
の
一
、
一
三
二
一
三
の

二
、
一
三
二
二
五
、
一
三
二
二
五
の
二
、
一
三
八
四
三
の
一
、
一
四
七
〇
〇
、
一
四
七
〇
一
、
一
四

七
〇
二
の
一
、
一
四
七
〇
三
の
一
、
一
四
七
〇
七
の
一
、
一
四
七
〇
七
の
二
、
一
四
八
〇
六
、
字
一

本
木
八
二
五
四
、
八
二
五
六
の
一
、
一
三
六
〇
五
の
四
、
字
大
谷
ノ
上
幸
神
入
ノ
谷
一
二
九
九
一
の

一
か
ら
一
二
九
九
一
の
一
一
ま
で
、
一
二
九
九
一
の
一
三
か
ら
一
二
九
九
一
の
一
五
ま
で
、
一
二
九

九
一
の
一
七
、
一
二
九
九
一
の
二
〇
、
一
二
九
九
一
の
二
一
、
一
二
九
九
一
の
二
五
、
一
二
九
九
一

の
二
九
、
一
三
二
二
四
の
一
、
字
大
谷
頭
大
谷
ノ
下
一
三
一
七
七
の
一
、
一
三
一
七
七
の
二
、
一
三

二
二
三
の
一
、
一
三
二
二
三
の
二
、
一
三
二
二
四
の
三
か
ら
一
三
二
二
四
の
六
ま
で
、
一
三
二
二
四

の
九
か
ら
一
三
二
二
四
の
一
一
ま
で
、
字
船
木
一
三
二
〇
八
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）
、
字
大
平
一
三
六
〇
二
の
二
、
字
三
ツ
岳
一
三
六
〇
五
の
一
、
一
三
六
〇
五
の
三
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
山
ノ
上
一
四
八
五
六
の
一
、
字
森
ケ
浴
一
四
八
五
九
の
一
、
柳
井
字

竪
場
岩
三
三
八
七
の
一
、
三
三
八
七
の
三
、
字
金
ケ
浴
三
三
八
八
、
三
三
九
〇
の
一
、
三
三
九
一
の

一
、
三
三
九
二
、
三
三
九
三
、
三
三
九
五
、
一
〇
五
九
八
の
八
、
一
〇
六
〇
二
、
字
梅
ケ
迫
三
三
九

六
、
三
三
九
七
、
三
三
九
九
の
一
、
三
四
〇
〇
の
一
、
一
〇
六
〇
一
の
一
か
ら
一
〇
六
〇
一
の
四
ま

で
、
一
〇
六
〇
六
の
一
、
一
〇
六
〇
七
、
一
〇
六
〇
九
、
字
大
平
三
四
〇
四
、
三
四
〇
五
、
一
〇
六

一
〇
、
字
牛
ノ
爪
一
〇
六
一
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
井
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
柳
井
市
経
済
部
農
林
水
産
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
十
九
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除

す
る
。平

成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

豊
田
町
西
長
野
㈠
⑵

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
関
市
市
民
部
防
災

安
全
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
二
十
五
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解

除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

小
野
㈠
⛜

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
宇
部
市
都
市
整
備
部

土
木
港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

二
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山
口
県
告
示
第
百
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

広
瀬
㈠
⑷

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
宇
部
市
都
市
整
備
部

土
木
港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
三
百
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除

す
る
。平

成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

東
須
恵
㈠
⒆

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
宇
部
市
都
市
整
備
部

土
木
港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

有
帆
㈠
⑺

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
陽
小
野
田
市
総
務

部
総
務
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
一
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
五
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

小
郡
下
郷
㈠
⒂

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

四
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り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

亀
山
町
㈠
⑴

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
十
一
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除

す
る
。平

成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

高
佐
下
㈡
⑷
、
高
佐
下
㈡
⑸

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
萩
市
土
木
建
築
部
土

木
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

今
津
町
㈠
⑶
、
装
束
町
㈠
⑶

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
四
百
十
九
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

東
深
川
㈠
⑻
、
東
深
川
㈠
⑾

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
長
門
市
建
設
部
都
市

建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

四
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山
口
県
告
示
第
百
二
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

金
峰
㈠
⛄

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

呼
坂
㈠
⑿

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す

る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

豊
田
町
西
長
野
㈠
⑵

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
関
市
市
民
部
防
災

安
全
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

小
野
㈠
⛜
、
東
須
恵
㈠
⒆
、
広
瀬
㈠
⑷
、
広
瀬
㈠
⑹

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
宇
部
市
都
市
整
備
部

土
木
港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

亀
山
町
㈠
⑴
、
小
郡
下
郷
㈠
⒂

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊
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（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

一

区
域
の
名
称

高
佐
下
㈡
⑷
、
高
佐
下
㈡
⑸

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
萩
市
土
木
建
築
部
土

木
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

今
津
町
㈠
⑶
、
装
束
町
㈠
⑶

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

東
深
川
㈠
⑻
、
東
深
川
㈠
⑾

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
長
門
市
建
設
部
都
市

建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

呼
坂
㈠
⑿
、
金
峰
㈠
⛄

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

有
帆
㈠
⑺

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
陽
小
野
田
市
総
務

部
総
務
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
二
十
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

豊
田
町
西
長
野
㈠
⑵

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
関
市
市
民
部
防
災
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安
全
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
二
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と

お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

小
野
㈠
⛜

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
宇
部
市
都
市
整
備
部

土
木
港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
三
百
一
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と

お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

東
須
恵
㈠
⒆

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
宇
部
市
都
市
整
備
部

土
木
港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

有
帆
㈠
⑺

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
陽
小
野
田
市
総
務

部
総
務
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

小
郡
下
郷
㈠
⒂

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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山
口
県
告
示
第
百
二
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

亀
山
町
㈠
⑴

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
十
二
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

高
佐
下
㈡
⑷
、
高
佐
下
㈡
⑸

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
萩
市
土
木
建
築
部
土

木
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

今
津
町
㈠
⑶
、
装
束
町
㈠
⑶

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
三
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
四
百
二
十
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

東
深
川
㈠
⑻
、
東
深
川
㈠
⑾

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
長
門
市
建
設
部
都
市

八
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建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
三
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
四
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

金
峰
㈠
⛄

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
三
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

呼
坂
㈠
⑿

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
三
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定

す
る
。平

成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

豊
田
町
西
長
野
㈠
⑵

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
関
市
市
民
部
防
災

安
全
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

小
野
㈠
⛜
、
東
須
恵
㈠
⒆
、
広
瀬
㈠
⑷
、
広
瀬
㈠
⑹

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
宇
部
市
都
市
整
備
部

土
木
港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一
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一

区
域
の
名
称

亀
山
町
㈠
⑴
、
小
郡
下
郷
㈠
⒂

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

今
津
町
㈠
⑶
、
装
束
町
㈠
⑶

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

東
深
川
㈠
⑻
、
東
深
川
㈠
⑾

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
長
門
市
建
設
部
都
市

建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

呼
坂
㈠
⑿
、
金
峰
㈠
⛄

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

有
帆
㈠
⑺

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
陽
小
野
田
市
総
務

部
総
務
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

公

告

（
五
二
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
大
規
模
小
売
店
舗
に
関
す
る
届
出
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

当
該
届
出
は
、
平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
山
口
県
商
工
労

働
部
商
政
課
及
び
宇
部
市
産
業
振
興
部
商
工
振
興
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

一
〇
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平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

宇
部
北
琴
芝
複
合
店
舗

所
在
地

宇
部
市
北
琴
芝
二
丁
目
五
六
九
の
一

二

届
出
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

名

称

住

所

代
表
者
の
氏
名

青
山
商
事
株
式
会
社

広
島
県
福
山
市
王
子
町
一
丁
目
三
番
五
号

青
山

理

三

変
更
に
係
る
事
項
の
概
要

変
更
に
係
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称

変

更

前

変

更

後

大
規
模
小
売
店
舗
に

お
い
て
小
売
業
を
行

う
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
ド

ラ
ッ
グ
＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本

株
式
会
社
ハ
ー
テ
ィ

ウ
ォ
ン
ツ

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
グ

ル
ー
プ
ド
ラ
ッ
グ
＆

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本

大
規
模
小
売
店
舗
に

お
い
て
小
売
業
を
行

う
者
の
代
表
者
の
氏

名

〃

木
嶋

敬
介

村
上

正
一

四

届
出
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
九
日

五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
七
年
八
月
十
六
日

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

宇
部
北
琴
芝
複
合
店
舗

所
在
地

宇
部
市
北
琴
芝
二
丁
目
五
六
九
の
一

二

届
出
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

名

称

住

所

代
表
者
の
氏
名

青
山
商
事
株
式
会
社

広
島
県
福
山
市
王
子
町
一
丁
目
三
番
五
号

青
山

理

三

変
更
に
係
る
事
項
の
概
要

変
更
に
係
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称

変

更

前

変

更

後

大
規
模
小
売
店
舗
に

お
い
て
小
売
業
を
行

う
者
の
住
所

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
ド

ラ
ッ
グ
＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本

広
島
市
中
区
八
丁
堀
一

一
番
八
号

広
島
市
西
区
井
口
明
神

一
丁
目
一
番
一
〇
号

四

届
出
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
九
日

五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
五
日

（
五
三
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
大
規
模
小
売
店
舗
に
関
す
る
届
出
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

当
該
届
出
及
び
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

か
ら
同
年
七
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
山
口
県
商
工
労
働
部
商
政
課
及
び
宇
部
市
産
業
振
興
部
商
工
振

興
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

宇
部
北
琴
芝
複
合
店
舗

所
在
地

宇
部
市
北
琴
芝
二
丁
目
五
六
九
の
一

二

届
出
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

名

称

住

所

代
表
者
の
氏
名

青
山
商
事
株
式
会
社

広
島
県
福
山
市
王
子
町
一
丁
目
三
番
五
号

青
山

理

三

変
更
に
係
る
事
項
の
概
要

変
更
に
係
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称

変

更

前

変

更

後

大
規
模
小
売
店
舗
に

お
い
て
小
売
業
を
行

う
者
の
閉
店
時
刻

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
ド

ラ
ッ
グ
＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本

午
後
九
時

午
後
一
〇
時

来
客
が
駐
車
場
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き

る
時
間
帯

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら

午
後
九
時
三
〇
分
ま
で

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら

午
後
一
〇
時
三
〇
分
ま

で

四

届
出
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
九
日

五

変
更
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
十
日

一
二
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（
五
四
）
県
営
菊
川
中
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
縦
覧

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

菊
川
中
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
菊
川
中
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
四
月
十
六
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

教
育
委
員
会

山
口
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号

山
口
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
四
十
年
山
口
県
条
例
第
十
号
）
第
四
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
山
口
県
指
定
天
然
記
念
物
を
管
理

す
べ
き
団
体
と
し
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
市
を
指
定
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
教
育
委
員
会

山

口

県

指

定

天

然

記

念

物

管
理
団
体

名

称

指

定

告

示

竜
王
山
の
ハ
マ
セ
ン
ダ
ン

平
成
三
十
年
山
口
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
号

山
陽
小
野
田
市

人
事
委
員
会

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

山
口
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
口
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
（
次
項
」
の
下
に
「
及
び
付
則
第
三
項
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
四
第
一
号
中
「
五
万
五
千
円
」
を
「
七
万
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
五
万
五

千
円
」
を
「
七
万
円
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
第
二
項
中
「
五
万
五
千
円
」
を
「
七
万
円
」
に
改
め
る
。

付
則
を
付
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
等
）
」
を
付
し
、
付
則
に
次
の

見
出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。

（
支
給
単
位
期
間
等
の
特
例
）

⚒

平
成
三
十
年
四
月
一
日
前
に
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
平
成
二
十
九
年
山
口
県
条
例
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
給
与
条
例
第
十
一
条
又
は
一

般
職
に
属
す
る
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
山
口

県
条
例
第
三
十
七
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ

て
い
る
通
勤
手
当
で
あ
つ
て
、
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
又
は
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等

相
当
額
及
び
自
動
車
等
使
用
額
の
合
計
額
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
も
の
に
係
る
支
給
単
位
期
間
等

（
平
成
三
十
年
三
月
以
前
の
月
か
ら
開
始
し
、
同
年
四
月
以
後
の
月
を
も
つ
て
終
わ
る
も
の
に
限

る
。
以
下
「
特
定
支
給
単
位
期
間
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
の
三
第
三
項
、
第
十
条

の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

特
定
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
平
成
三
十
年
四
月
か
ら
最
後
の
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
支
給
単
位
期
間
（
以
下
「
特
例
支
給
単
位
期
間
」
と
い
う
。
）
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

⚓

前
項
の
場
合
に
お
け
る
特
定
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
最
初
の
月
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
ま
で
の

期
間
及
び
特
例
支
給
単
位
期
間
に
係
る
運
賃
等
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
に
そ
れ
ぞ
れ

の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

「

円2,500

「

円1,800

5,100

3,400

一
二
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8,300

5,600

11,500

7,800

14,700

10,000

17,900

12,200

21,100

14,400

24,300

16,600

27,500

18,800

別
表
中

30,700

を

21,000

に
、

32,500

23,100

34,300

25,200

36,100

27,300

37,900

29,400

39,600

31,500

41,300

33,600

43,000

35,700

44,700

37,800

46,400」

39,900」

「

」
を

78キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

48,000

15,700

「

」
に
改
め
る
。

78キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
82キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

42,000

15,700

82キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
86キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

44,100

15,700

86キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
90キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

46,200

15,700

90キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
94キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

48,300

15,700

94キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
98キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

50,400

15,700

98キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

52,500

15,700

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

田

中

一

郎

直
接
請
求
の
種
類

根

拠

規

定

必

要

な

有

権

者

の

数
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県
条
例
の
制
定
又
は
改

廃
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
四

条
第
一
項

二
三
、
五
四
四

県
の
事
務
の
執
行
に
関

す
る
監
査
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
五

条
第
一
項

県
議
会
の
解
散
の
請
求
地
方
自
治
法
第
七
十
六

条
第
一
項

二
四
七
、
一
四
七

県
議
会
の
議
員
の
解
職

の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
条

第
一
項

下
関
市
選
挙
区

七
五
、
〇
九
三

宇
部
市
選
挙
区

四
六
、
七
六
一

山
口
市
選
挙
区

五
三
、
四
一
八

萩
市
・
阿
武
町
選
挙
区

一
五
、
二
〇
四

防
府
市
選
挙
区

三
二
、
四
三
一

下
松
市
選
挙
区

一
五
、
六
四
二

岩
国
市
・
和
木
町
選
挙
区

四
〇
、
一
六
八

光
市
選
挙
区

一
四
、
六
三
〇

長
門
市
選
挙
区

一
〇
、
一
〇
七

柳
井
市
選
挙
区

九
、
三
二
〇

美
祢
市
選
挙
区

七
、
三
四
六

周
南
市
選
挙
区

四
〇
、
六
九
四

山
陽
小
野
田
市
選
挙
区

一
七
、
七
三
一

周
防
大
島
町
選
挙
区

五
、
〇
五
一

上
関
町
・
田
布
施
町
・
平
生
町
選
挙
区

八
、
八
〇
〇

知
事
の
解
職
の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
一

条
第
一
項

二
四
七
、
一
四
七

副
知
事
並
び
に
県
の
選

挙
管
理
委
員
、
監
査
委

員
及
び
公
安
委
員
会
の

委
員
の
解
職
の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
六

条
第
一
項

県
の
教
育
委
員
会
の
教

育
長
及
び
委
員
の
解
職

の
請
求

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
一
項

一
五
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平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


